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姫路城大天守附近の基礎地盤

二木五三郎・今村芳徳

　姫路城石垣のうち，帯の櫓および帯郭櫓附近のものの

変状修復に関連した二，三の問題についてはさきに生産

研究第6巻第10号に発表したが，その後本年2～3月

には大天守の修復工事を目前にしてその周辺の基礎地盤

調査を行ったので，その結果について簡単に報告する．

　今回は大天守附近に5本の調査ボーリyグを実施した
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ので，城内一般の岩石露頭の調査と，前報告にも触れた

城内7本の井戸の内壁の観察とをまとめて，城内の岩盤

基礎の深さの分布状態を平面図と断面図に記入してみ

た．その結果が第1図～第3図である・

　これによってみると，姫路城の結構の大部分は砂岩の

やや風化した自然の岩山の上に巧みに設けられており，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要所々々は石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣で区画して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　多数の平坦部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を造り出し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要な構造物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はその上に無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　理なく配置し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　』でいることカミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．建物の敷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地や広場を確

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保するための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　土工量を少な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くしようとす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る工夫が払わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れたうちで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　前報告で述べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たような帯の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫓や帯郭櫓附

　　　　　　　　　　　　　　　　　　近の高さが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　20mにもおよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶような大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　な盛土と，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを支える石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣の構築のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな大工事は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むしろ特殊例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とみるべきで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図には
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第　　1 図

大天崎値下の

石垣の根本附

近で行った調

査ボーりyグ

孔の柱状図の

1例を示した
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が，こ

の辺の

代表的

な層序

として

は地表

から埋

戻した
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表土，黄茶福色の砂岩風化土，

黄茶褐色の風化の進んだ砂岩，

暗褐色の多少風化した砂岩，暗

青灰色の硬砂岩（古生層）と変

化しており，各層について標準

貫入試験を実施してその基礎地

盤としての強さを調査したとこ

ろ，砂岩風化土でも50回／呪以

∫

ボーリンゲ　　2号孔
土屈削深度　　　　25．00m

堀削期向　　5D．2．6～30．2．15
地巌面の標高　　45．00m
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上の値を示して石垣基

礎として十分の耐力を

持っていることが明ら

かとなった．実際の石

垣はその根石の大部分

がこの風化土よりさら

に強い風化した砂岩上

に位置しているので，

石垣の基礎が沈下変形

を起すようなことは考

えられない．

　そこでつぎに大天守

自体の基礎の状態を考

えるために，上述の調

査ボーリン！グ結果等か

らその基礎地盤の推定

断面図をやや大きく画

いてみると第5図のよ

うになる．すなわち大

天守の建物は，風化岩

から立上った石垣の天

端上にその周辺の壁の

下端を置き，中央部の

柱は風化岩の上に盛り

上げて人工的に締固め

た土の上に個々に独立

した基礎を置いて．いる

第4図

1のである．石垣の高さ

は地山の地形の関係で

南面と東面に高く，北
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　　第　　3　　図

標高
大天守の地階
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面で著しく低くなワてはいるが，いずれも確実な基礎の

上にあることは前述した通りなので，壁の下端面ではあ

まり大きな不等沈下は起していないものと考えられる。

ところが中央部の柱の基礎は深いところでは4m以上も

の盛土の上に位置し，この盛土の締固まり方は標準貫入

試験の結果例における4回駅（この値からはyt・一一ム質

土に対して18t／m2程度の極限麦持力しか期待できない）

といった低い値が示すように決して十分満足なものでは

ない．

　結局において大天守の基礎地盤としては，周辺の壁の

部分の比較的強い石垣基礎と，中央の柱の部分の比較的

弱い個々の独立基礎とに大別して考えることができ，こ

れらの不等沈下に応じて大天守の荷重分布も複雑化し，

これに伴って建物の大きな変形や一部部材の破壊，石垣

の一部（主として隅角部）の過大応力による曲げ破壊（前

報告の第6図参照／等が生じているようである．従って

この基礎地盤の条件が今後大天守自体の修復工事と，周

辺石垣の修理工事を進める際に最も注目すべきことにな

ると思われる．

　以上で基礎地盤調査結果の報告を終るが，最後に本調

査は前報告に引続いて岡本教授とともに行ったものであ

り，現場調査に際しては文部省文化財保護委員会と姫路

城保存工事々務所，調査ボーリソグ工事に当っては興亜

開発工業KK，また採取岩石の鑑定には東大理学部地質
教室の小池清の諸氏のご協力を得たも0）であることを記
し》（謝意を表する．（1955．7．5）
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